
別紙様式 

 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年８月２３日～令和４年８月２６日 

参加者数等 定員 ２０名 応募者数 ４６名 

 参加者数 ４年８名 修了者数 ４年８名 

  ５年５名  ５年５名 

  ６年７名  ６年７名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ８月２３日（火） 

１０：００～１１：３０ 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 和光市中央公民館 

講義名 遊びのサンマはココロとカラダの

栄養素 

～仲間・時間・空間の大切さ～ 

講師 十文字学園女子大学 人間生活学

部 健康栄養学科  

講師 若葉 京良 氏 

２日目 
開催日時 ８月２４日（水） 

１０：００～１１：３０ 

 

は
て
な
学 

会場 理化学研究所 

講義名 小さな RIKENマークのキーホルダー

を DIYしよう！ 

講師 理化学研究所 新宅マイクロ流体

工学理研白眉研究チーム  

特別研究員 金子泰洸ポール 氏 

３日目 開催日時 ８月２５日（木）  

子ども大学わこう 
学長 石川 毅  和光市教育委員会教育長 

副学長 寄口 昌宏 和光市教育委員会教育部長 

子ども大学わこう事務局 

 

和光市教育委員会生涯学習課生涯学習担当 

令和４年度 子ども大学わこう 

「そーれ！」とボールを同時に

投げて全員落とさずキャッチ！ 

 

ピペットを使いマイクロ流路に

色素を流しこみました。 



別紙様式 

１０：００～１１：３０ 

 

 

 

生
き
方
学 

は
て
な
学 

会場 和光市役所 ５０３会議室 

講義名 いのちの大切さについて 

～防護具の着脱と手指衛生～ 

 

講師 医療法人社団武蔵野会 

TMGあさか医療センター 

   感染制御実践看護師 

  係長 津村 和美 氏 

 

４日目 
開催日時 ８月２６日（金） 

１０：００～１１：４５ 

 

 

  

ふ
る
さ
と
学 

会場 白子コミュニティセンター 

講義名 白子宿の歴史を探る 

～和光市にも富士山があるよ～ 

講師 和光市歴史資料室 

文化財保護調査指導員 

野澤 均 氏 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・最初は一人で不安だったけれど、友達と一緒にゲームやリレー、キャッチボールをして仲間 

は大切だと思いました。（５年） 

・マイクロ流体デバイスのおかげで必要なサンプルや試薬の量が少なくなったりすることを学

びました。（４年） 

・ウイルスに負けないように、手洗い、消毒、換気をしっかりしていきたいです。（６年） 

・和光市は、思っていたよりも、歴史あるところでした。和光にある他の富士塚にも行ってみ

たいです。（６年） 

 

 

初めて防護服を着用しました。 

富士塚に登った後、集合写真撮影 

・各回、健康チェック表の提出 

・受付時、手指消毒・検温 

・保護者の見学はなし 

・名札は、使い捨てのシールを使用した。 


